
 

        

                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年７月７日 

資料提供（和歌山大学と同時資料提供） 

担 当 企画総務課 新田 

電 話 073-441-2331 

 和歌山大学は、２０２３年４月に、経済学部、システム工学部、観光学部の３つの学

部とデータ・インテリジェンス教育研究部門が連携した文理融合型の教育課程として

『社会インフォマティクス学環』を以下のとおり設置します。 
 本学環では、社会の多様な知識を備え、社会に存在する様々な課題や事象を情報技術

で分析・把握し、それを企画・立案して実践することで、社会を変革していくことがで

きる人材を育成します。 
この学環は、大学設置基準第四十二条の三の二に規定されている学部等連係課程実施

基本組織として、文部科学省から認められ、設置するものです。 
 和歌山大学としては、『社会インフォマティクス学環』を、特色のある教育課程の１

つとして、また、学生が社会で活躍するための成長の場として、これから成熟させてい

く所存ですので、報道等により周知いただけると幸いです。 
 
 なお、この『社会インフォマティクス学環』は、和歌山県が誘致した総務省統計局・

（独）統計センター 統計データ利活用センターと連携した教育研究も実施することと

しており、和歌山県にとっても有為な人材を育成していく予定です。 
記 
 

【学部等連係課程実施基本組織名】   社会インフォマティクス学環 
【 入 学 定 員 】   ３０名 
【取得できる学位】   学士（社会情報学） 

※詳細は別紙のとおり  

２０２３年４月、和歌山大学に 
『社会インフォマティクス学環』が誕生！ 

本件についてのお問い合わせ 

和歌山大学学務課システム工学部係（学環担当） 

担当： 津田 

〒640-8510 和歌山市栄谷930 

電話：073-457-8021    FAX：073-457-8043 

メール： gakujun@ml.wakayama-u.ac.jp 
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社会インフォマティクス学環とは？

令和元年8月に大学設置基準が改正され、学部等の組

織の枠を越えた学部等連係課程の設置が可能となり、そ

の制度を活用して和歌山大学が設置する文理融合型の教

育課程が「社会インフォマティクス学環」です。

これからの社会を変革していくためには、社会の多様な

知識を備え、社会に存在する様々な課題や事象を情報技

術で分析·把握し、それを企画 ・ 立案して実践する力が必

要です。

和歌山大学では、経済学部、システム工学部、観光学部

の文理融合型の教育課程で社会をインフォマティクス（情

報技術で分析・把握し変革）する力を育成します。

教育研究の 4 つの特色

心①和歌山大学の学部を横断した教育

経済学部・システム工学部・観光学部が密接に

連携し分野横断的な知識や能力を身につける教

育を実現。

心③自治体や企業等と連携した実践的な教育

自治体や企業等と連携し、社会における課題解

決に資する実践的な教育を実施。 （例：企業の

活動を実体験、 自治体の施策への提案など）
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心 ②社会活動から生まれる
データそのものを使った教育

和歌山県、総務省統計局、（独）統計センター、企

業などが有する社会を反映したデ ー タ（家計調

査デ ー タ、顧客・購買・行動デ ー タ、金融取引

データなど）を用いた教育を実践。

心④少人数教育による充実したサポート体制

入学定員30名に対し、担当教員は15名以上と

充実したサポ ー ト体制。学生と教員との距離も

近く、学生個人の能力にあわせたきめ細かな

教育を実現。
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●入学定員＞＞＞30名

●学 位＞＞＞学士（社会情報学）

【主な就職先】

［商社IIT企業I製造業I官公庁］

［ コンサルティングファ ー ム ｀ 
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データを利活用す

る部署での活躍が

期待されます。

科、システム工学研

究科、観光学研究

科への進学も可能

   


